
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 
 学習内容・学習活動 活動の様子 

導
入 

〇これまでの取組を振り返る。 

〇小・中学生に分かりやすく情報モラルを伝

えるというねらいを確認する。 

 
他者の制作物への意見を付箋に書く 

 

 

 
ワークシート 

展
開
１ 

〇自分の制作物についてコンセプトを明確

にして発表し合う。 

〇ねらいに即した制作物になっているかと

いう視点で意見を述べる。 

展
開
２ 

〇他者の制作物に対して、良い点、改善案そ

れぞれを付箋に書き、ワークシートで意見

交換を行う。 

〇他者の意見を参考にしながら修正を加え

る。 

ま
と
め 

〇制作物全体を通して見て、自身の作品が適

切に位置付けられているかを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本時の目標 

○小・中学生が理解しやすいように情報モラルに関わる課題を整理する。 

○制作物のコンセプトを発表し、意見交換を通して課題を見付け修正する。 

■生徒の変容等 

・初めて会うクライアント（依頼者）に、各自の制作物についてコンセプトや工夫点を直接伝

えるという想定の授業であったため、緊張感があった。 

・小・中学生に分かりやすいという観点から、友達の制作物に対して意見を書くことができた。 

・ワークシートに様々な人から具体的な意見をもらったので、それを参考にして自分が納得で

きるように担当ページを修正したい。 

異校種との連携 

高等学校 第３学年 工業・デザイン演習（学校設定科目）「情報モラルの冊子制作」 
小・中学生向けの情報モラル資料を作成する活動 
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≪生徒の制作物≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ワークシート≫                ≪情報モラル資料表紙＞ 
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